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治療
時に「食事療法ってホントは意味ないんでしょ」と言われて驚かされることがあります。
糖尿病の治療は食事・運動療法が基本，というのは決して「建前」ではありません。非常
に効果的な治療法なのですが，ただ，その実行が難しいのです。「痩せなさい」というだ
けの食事指導，「歩きなさい」というだけの運動指導，「DPP-4阻害薬を処方するだけ」
の薬物療法から，一歩進化する参考になると幸いです。
インスリン，GLP-1製剤といった注射薬を患者の自己管理のもと治療に用いるのは，
糖尿病治療特有です。また，インスリンポンプなど新しい治療法も進化しています。専門
医に依頼することの多い部分かもしれませんが，時宜にかなった治療選択をアドバイスで
きるように基礎知識はもっていたいところです。
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